
 

 

 

 

 

令和３年度 

全国学力・学習状況調査における山口市の結果概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口市教育委員会 

 

 

 



1 

 

１ 調査の概要 

 

 

（１）目的 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の 

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証して、その改 

善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日   令和３年５月２７日（木） 

 

（３）調査対象   小学校第６学年児童 

            中学校第３学年生徒 

 

(4)調査の内容 

 

Ⅰ 教科に関する調査（小学校：国語、算数 中学校：国語、数学） 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実 

生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望まし 

い知識・技能等 

② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のた 

めの構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

 

Ⅱ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 

イ 学校に対する調査（学校質問紙） 
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２ 教科に関する結果 

（１）山口市と全国・県の各教科平均正答率の比較 

 全国・県の平均正答率を１００として、各教科における本市の結果（指標）をグラフで表し

ています。 

 

 

 

（２）成果と課題 

  各教科の調査問題における解答の結果について、本市における傾向をまとめています。 

 

◎…正答率が高かった問題や、経年比較による課題の解決が見られる問題 

▼…本市の正答率が５０％以下、または全国平均正答率を下回る等、課題の見 

られる問題 

 

また、解答結果から見られる学びのポイントについて、次の３点でまとめています。 

  …児童生徒の解答傾向    …解答結果の考察    …学びのポイント   
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○ 各学校や児童生徒の日々の取組の成果として、小学校・中学校ともに、国語、算

数・数学において全国・県平均正答率を上回る結果となっています。特に、小学校

の国語と算数は、県比を４ポイント以上、上回る結果となっています。領域別に見

ても、小学校・中学校ともに、全ての領域において全国・県平均正答率を上回って

いました。 

  また、無回答率も、概ね全国・県を下回り、特に中学校でその傾向が顕著であり、

難しい問題にも粘り強く取り組んでいる児童生徒の姿が浮かび上がってきまし

た。 
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【小学校 国語】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

※（１の一）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント〉 

－ 国語２の四 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する。－ 

                                                                  ２ 

 

 

  要約するとは、文章全体の内容を正確に把握した上で、元の文章の構成や表現をそのまま生か

したり自分の言葉を用いたりして文章の内容を短くまとめることです。 

 文章を要約するためには、目的に応じて文章全体から必要なキーワードを選び、内容を端的に説

明することが大切です。授業では、どの言葉がキーワードとしてふさわしいか考えさせる活動や自分

が書いた要約文を推敲の観点や友達の考えと比較し、よりよい要約文に推敲する活動を大切にし

ます。 

 

 

国際宇宙ステーションの中での使われ方

については取り上げて書いているが、面ファ

スナーのよさについて書かれていない誤答

が４４％見られました。 
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。
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０
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％
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（全
国
正
答
率
２
９
．
７
％
）  

 

 

目的に応じて必要となる複数の情報を

見付け、分量を考えながら要約することに

課題が見られます。 

 

 正答例 

◎目的に応じ、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考えること。（１の一） 

◎目的や意図に応じ、資料を使って話すこと。（１の三） 

▼目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けること。（２の三） 

▼目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること。（２の四） 
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【小学校 算数】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

※１の（１）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント〉 

－ 算数３（３） データを二次元の表に分類整理することができるかどうかをみる。－ 

 ３                                                   

 

 

  データの活用については、棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができています。また、帯

グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を記述することに

は課題があります。そのため、身の回りの事象について、データに基づいて判断する統計的な問題

解決の方法を知り、その方法で考察するために、どのようなデータがあれば比較しやすいかを見通

しをもって考察することが大切です。 

 

 

縦、横の項目の一方の欄のみを捉え、両

方に当てはまる欄を読み取れずに、③と解

答している誤答が８．６％、⑧と解答してい

る誤答が、９．６％見られました。 

 

（正答） ② 

     【市正答率 64.1％】 

    （全国正答率 67.5％）   

 

データを二つの観点から分類整理する

方法を知ることに課題が見られます。 

 

 正答例 

◎速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察すること。１の（２） 

◎棒グラフから、項目間の関係を読み取ること。３の（２） 

▼データを二つの観点から二次元の表に分類整理すること。３の（３） 

▼小数を用いた倍についての説明を、基準量を１として言葉や数を用いて記述。４の（３） 
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【中学校 国語】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

※（１の一）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント〉 

－ 国語１の三 話し合いの話題や方向を捉えて、話す内容を考える－ 

１                                                    

 

 

◎文章の構成にどのような工夫があるかを捉えること。（２の二） 

◎相手や場に応じて敬語を適切に使うこと。（４の三） 

▼話し合いの話題や方向を捉えて、話す内容を考えること。（１の三）  

▼文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつこと。（３の四） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  話題や展開を捉えながら話し合うためには、何についてどのような目的で話し合っているか

といった、目指している到達点を常に意識するように指導することが大切です。その際、ICT機

器を活用して話し合いの様子を動画で記録し、発言の仕方や内容を振り返るように指導するこ

とも効果的であると考えられます。  

 また、国語科で育成するこうした言語能力につては、各教科等における話し合いを取り入れた

言語活動の充実に資するものとなるよう、教科横断的な視点から教育課程の編成を図ることも

大切です。 

 

話し合いのやりとりを踏まえ、誰がどのようなことに

ついて発言すればよいのかを指摘することはできてい

ますが、そのような発言をする理由を具体的に示すこ

とができていない解答が２７．４％見られました。 

 

本
田
さ
ん
が
、
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石
川
さ
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指
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る
発
言
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す
れ
ば
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。
な
ぜ
な
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山
下
さ
ん
の
質
問
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石
川
さ
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答
え
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前
に
、
大
野
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質
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か
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で
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【
市
正
答
率
５
５
・３
％
】（
全
国
正
答
率
５
７
・１
％
） 

 

話し合いの話題や方向を捉

えて、発言の理由を考えること

に課題が見られます。 

 

 正答例 
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【中学校 数学】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

※１の（２）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント〉 

－ 数学９（３）平行線や角の性質を基に、図形を考察すること（三角定規）－ 

 ９                                                   

 

 

 ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを数学的に表現することができ

るかどうかを見る問題です。「いつでも成り立つ」という言葉の意味を理解することができず、角の

大きさに着目できない解答が多く見られました。また、説明の見通しが立てられず、無解答としてし

まうものも多く見られました。数学の授業において、「一般化」する場面を、生徒同士の対話や協働

的な活動の中で、意図的に仕組む機会をできるだけ多く設定することが大切です。 

 

 

角の大きさに着目できずに解答しているも

のが３５．６％、無解答が２５．７％見られまし

た。 

 

◎∠ARG、∠ASGのそれぞれの大きさは変わらないことを解答しているもの。 

（∠ARGの大きさは変わらないこと、∠ASGの大きさは変わらないことのいずれかを解答している

ものを含む。）                                     【市正答率 27.9％】 

◎∠ARG＝105°であり、∠ASG＝75°であることを解答しているもの。（全国正答率 28.8％） 

 

平行線や角の性質を理解し、それに基づ

いて図形の性質を確かめ、説明することに

課題が見られます。 

 

 正答例 

◎与えられたデータから中央値を求めること。５ 

◎問題場面における考察の対象を明確に捉えることができること。６の（１） 

▼事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること。７の（２） 

▼ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見出すこと。９の（３） 
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３ 生活習慣や学習環境等の結果 

◎…望ましい状況 ▼…課題の見られる状況  

 

 
   

       

「算数・数学の勉強は好きです」と回答した児童生徒は

小学校で７0.8％、中学校で６１.3％と、全国平均を上回る

結果となっています。特に、小学校では年々その傾向が強

くなっています。中学校でも、「数学の授業で学習している

ことを、普段の生活の中で活用できないか考える」生徒の

割合は増加傾向にあります。 

 また、「国語」についても、全国・県と同程度もしくは、そ

れ以上の数値となっています。 

 

「自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉

で表すことができる」と回答した児童生徒は、小学校で

72.9％、中学校で 78.9％と、全国・県平均を上回る結果

となっています。 

一方、「自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組み立てなどを工夫して発表」していると回答している児

童生徒の割合は全国・県よりも少なくなっており、自分の思

いを言葉で表すことはできるが、より分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫することに課題が見られました。また、この

項目に肯定的に回答している児童生徒の方が、教科の平

均正答率が高い傾向が見られました。 

 中学校の「国語の授業の内容はよく分かります

か」や、「数学の授業で学習したことを、普段の

生活の中で活用できないか考えますか」といった

授業の理解度に関する質問に対しても、肯定的に

答える生徒の割合が年々増え、全国・県と同程度

かそれ以上の割合を示しており、教科の平均正答

率にもつながったと考えられます。 

◎自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すこと 

▼自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表すること 

 

全 

国 
  

県 
  

山
口
市 

全 

国 
 

県 
 

山
口
市 

◎教科に対する興味・関心 

どの教科においても、論理的に考える力を養い、

人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い

や考えを広げたり深めたりすることが必要です。 

全 

国 
  

県 
  山

口
市 

全 

国 
  

県 
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口
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山
口
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「携帯電話・スマートフォンやコンピューターの

使い方について、家の人と約束したことを守って

いますか」という質問に、肯定的に答えた児童生

徒の割合は、小学校が 66.6％、中学校が６０．

０％といずれも全国・県を下回っています。 

また、同じ質問の中で、「携帯電話・スマートフォ

ンやコンピューターは持っているが、約束はない」

と回答した児童生徒の割合は小学校が 13.9％、

中学校が24.9％と全国・県を上回る結果となって

います。 

 

 
 
 
 
 
 

 

「普段、（月曜日から金曜日）、１日当たり、どれく

らいの時間、テレビゲーム（コンピューターゲーム、

携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使っ

たゲームも含む）をしますか」という質問に、２時間

以上と回答した児童生徒は、小学校で 47.6％、中

学校で５５.4％と全国・県をやや下回る結果となり

ました。 

また、テレビゲームをする時間が短い児童生徒

の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られま

した。 

 

▼携帯電話・スマートフォンやコンピューターの使い方について 

◎１日当たり、テレビゲームをする時間 

デジタル社会の進展によって、児童生徒

が携帯電話・スマートフォンやコンピュー

ター等のデジタル機器に触れる機会も増え

てきました。 

デジタル機器の使い方について、学校と

家庭が連携して情報モラル教育を推進して

いくことが喫緊の課題として浮かび上がっ

てきました。 

全国的な傾向として、テレビゲームをする時

間は年々増加しています。本市においても、過

去（平成２７、２８年度）のデータと比較すると、

その傾向が顕著に現れていました。 

全 

国 
    

県 
    

山
口
市 

全 

国 
    

県 
    

山
口
市 
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中学校の道徳の授業では、「自分の考えを深めたり、学級や

グループで話し合ったりする活動」が年々増加傾向にあり、全

国を大きく上回っています。小学校においても、８０％を超え、

全国・県と同程度の割合を示しています。 

学校質問紙においても、「特別の教科 道徳において、児

童生徒自らが自分自身の問題として捉え、考え、話し合う

ような指導の工夫をしていますか」の質問に、小学校で

72.7％、中学校で 82.4％が「よくしている」と回答し、学

校全体で、道徳の授業の改善に努めている姿がうかがえま

す。 

 

◎道徳の授業について 

特別の教科 道徳では、「考え、議論する道徳（多様な考え

方や感じ方と出会い、交流し、主体的に自分との関わりで考

える授業）」をめざし、各学校で学習指導過程や指導方法の

工夫に努め、児童生徒の心を育んでいます。 

 特に、話し合い活動において、1人１台端末を活用し、新たな

スタイルで話し合いを活発化させる実践も増えてきました。 

全 

国 
 

県 
 

山
口
市 

全 

国 
 

県 
 

山
口
市 
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４ 課題解決に向けた各学校の取組事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ C小学校では、全教員で学習状況調査や授業中の児童の様子を分析し、めあてや振

り返りの充実、必要感のある対話の設定等、授業改善が図られています。ICT機器を

授業に効果的に取り入れ、協働的な授業が仕組まれています。また、教科や総合的な

学習の時間において、身近な自然や人と関わることで、児童が主体的になり表現力や

自己肯定感が高まっています。                         

○ A 小学校では、主体的・対話的な学びの充実に向け、週２回、朝のフリートークを行っ

ています。この中で、子どもが気づきにくいことや無意識で行っている姿を教師が見取

り、価値づけることで、子どもの聞き方が変わり、学び合いの土台が創られていきます。

フリートークの時間の意味を教室で共通理解し、自分たちがめざす学び合いを自覚す

ることで、授業への取組も変容しています。また、温かい言葉で自分を受け入れてくれ

る仲間が周囲にいることへの安心感も生まれています。 

○ D 小学校では、全校集会や縦割り班活動等で児童の関わりを増やし、友達のよさや

自分のよい所を発見できるような取組を行っています。教室での支持的風土※の醸成

や学習規律の定着による温かな仲間関係の中で、安心して豊かな学び合いの授業が

展開されています。また、教員同士で授業を見合う取組、自主的なミニ研修会が積極

的に行われ、教員の授業力が向上しています。 

○ E中学校では、授業力に優れたベテラン教員が多いという利点を活かし、若手教員

の見本となるよう、OJT※１の仕組みを整えています。また、ICTの活用に関しては、ベ

テラン教員と若手教員が、ティーム・ティーチング※２でペアを組むことで、授業を展開し

やすくしており、教師の授業力も向上しています。さらに、３年前から、授業の振り返り

を書く活動に力を入れ、習慣づけた結果、生徒の書く力が伸びてきました。 

 

○  B小学校の一日は、登校後にChromeｂook※１を起動することから始まります。授業

の振り返りを画面上で共有したり、複数の教室をGoogle Meet※２でつないで話し合っ

たりする活動を日常的に行った結果、児童の表現力が伸びています。ICTに詳しい教

員が使い方の事例を積極的に公開したり、授業のサポートに入ったりする体制が整って

おり、教員の ICT活用力や授業力の向上につながっています。 

 ※１ Chromebook：山口市が使用している１人１台端末 

※２ Google Meet：ビデオ会議ツール 

 

 

※１ OJT：職場での実践を通じて業務知識を身につける育成手法のこと。  

※２ ティーム・ティーチング：複数の教員が役割を分担し、指導する方式。 

※支持的風土：安全で信頼に支えられた関係性 

しじてき 
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※ 調査問題の詳細や全国の調査結果、授業アイデア集などは、国立教育政策研究所の「教

育課程研究センター全国学力・学習状況調査」内、 「令和３年度調査」のリンク

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html）から閲覧すること

ができます。                       

山口市教育委員会は、今年度の成果と課題を踏まえ、日常的な学校訪問によって各学校の実

態に応じたきめ細かな指導助言と支援を継続することで、今後も児童生徒の学力の向上と望まし

い学習習慣の定着を図っていきます。 

○  F中学校では、朝学で｢聞き取りマスター｣｢書き取りマスター｣の時間を設定し、書く

ことを重視した取組を行っています。各教科においても、意図的に自分の考えを書く

場面を設定しています。また、家庭学習のコツや工夫を上級生が下級生にプレゼンし

たり、よい家庭学習ノートを紹介したりする取組を行い、家庭学習の質や意識を高め

ています。 

○ G中学校では、｢やまぐちっ子学習プリント｣を印刷して、職員室前に教科ごとに置い

ています。また、プリントが置いてある棚の側には、３年生の習熟度テストの範囲表が掲

示してあり、生徒が自ら学習したくなるようなレイアウトが施されています。また、この棚

の付近に先生と生徒達をつなぐホワイトボードが設置されており、そこでは生徒が興味

をもつ課題を通して教員とのやり取りが行われています。その他、校長室前には英語

のクイズの掲示など、日々、生徒が学習に興味をもつような仕掛けが教員一丸となり、

繰り広げられています。 


